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《研究ノート》

マルクス「1861-63 年草稿」ノート第XX-XXIII 冊
「追補」と『資本論』関連諸草稿

森 下 宏 美

1．本稿の課題

マルクスは，1861 年8月から 1863 年7月までのあいだに，「1861-63 年草稿」と呼ばれる計
23 冊のノートを作成している。これらのノートは，『経済学批判．第1分冊』―「第1章 商
品」「第2章 貨幣または単純流通」―の続篇たる『第2分冊』―「第3章 資本一般」―の
草稿として執筆されたものであるが，そのうちのノート第XX-XXIII 冊（以下，HeftXX-XXIII
などと表記する）には，草稿の途中にはさみ込まれるように3つの「追補」が書き記されている。
HeftXX S.1291a から HefXXI S.1301 に書かかれている「追補／間奏．ヒュームと J・マッシー」
（約6ページ分），HeftXX S.1331 から HeftXXII S.1352 に書かれている「追補／歴史的〔追補〕．
ペティ」（約 22 ページ分），HeftXXII S.1397 から HeftXXIII S.1460 に書かれている「追補」
（約 65 ページ分）がそれである。
計約 93 ページに及ぶこれらの「追補」は，多数の文献の抜粋から成っているが，それはいか

なる目的のために作られたのであろうか。このことについて筆者は，森下 2010 および森下 2013
において，これらの「追補」は，『資本論』の草稿を執筆するための《引用ノート》としての役
割を果たすべく作成されたものであるとの仮説を提示した。「《引用ノート》としての役割」とは，
次のような意味である。マルクスは，「第3章 資本一般」の執筆にあたり，そのための準備資
料として，それまでに作成した多数の経済学抜粋ノートを通覧し，それらから取捨選択した章句
を諸種の見出タイトルのもとに転記したノートを作成している。これが「第3章 資本一般」執
筆のための「引用ノート Citatenheft」1) である。筆者の仮説は，マルクスが『資本論』の草稿を
執筆した際，「第3章 資本一般」の執筆過程で「引用ノート」が果たしたのと同様の役割を，
HeftXX-XXIII「追補」部分が果たしたのではないかということである（森下 2010 pp.1-4，森
下 2013 pp.113-5）。
この仮説を検証するために，筆者まず，「引用ノート」の構成上および作成過程の特徴を析出
し，同じ特徴がHeftXX-XXIII「追補」部分にも認められることを示した（森下 2010 pp.4-14，
森下 2013 pp.115-28）。
「引用ノート」と同様に，3つの「追補」に見られる抜粋は，すでに作成済みの経済学抜粋
ノートから，諸種の見出タイトルのもとに転記されたものであるが，その際にマルクスが利用し

― 129 ―

1)「引用ノートCitatenheft」の詳細については，大野・佐武 1984 を参照されたい。



た経済学抜粋ノートは，「厚いノート Dickes Heft」2) と「サブノート Beihefte」3) である。そこで
次に行った検証作業は，HeftXX-XXIII「追補」部分の抜粋と，『資本論』第1部初版での引用
とを比較し，「厚いノート」・「サブノート」→ HeftXX-XXIII「追補」部分→『資本論』第1部
初版という引用関係を推測させる事例を確認することであった。その結果，そのような事例とし
て 122 例を確認した（森下 2010 pp.14-8，森下 2013 pp.128-32）。
そこで本稿では，この検証作業を補強するために，引用関係の確認対象を『資本論』関連諸草

稿にまで拡大し，「厚いノート」・「サブノート」→ HeftXX-XXIII「追補」部分→『資本論』関
連諸草稿という引用関係を推測させる事例を確認したい。

2．引用関係の確認

本稿が確認対象とした『資本論』関連諸草稿は以下のとおりである（各草稿の頭に付した番号
は筆者が便宜的に付したものである）。

MEGA②II/4.1 所収
1）Das Kapital. Erstes Buch. Der Productionsproceß des Kapitals (MEGA②II/4.1, S. 5-136)
2）Das Kapital. Zweites Buch. Der Cirkulationsproceß des Kapitals [Manuskript I]
(MEGA②II/4.1, S. 137-381)

MEGA②II/4.2 所収
3）Das Kapital. Drittes Buch. Die Gerstaltungen des Gesssamtprozesses (MEGA②II/4.2, S. 7-

902)

MEGA②II/4.3 所収
4）Drittes Buch. Erstes Kapitel. Verwandlung des Mehrwerts in Profit. Die Profitrate (Erster
Entwurf) (MEGA②II/4.3, S. 7-9)

5）Drittes Buch. Erstes Kapitel. Verwandlung des Mehrwerts in Profit und der Rate des
Mehrwerts in Profitrate (Zweiter Entwurf) (MEGA②II/4.3, S. 10-13)

6）Drittes Buch. Erstes Kapitel. Verwandlung des Mehrwerts in Profit und der Rate des
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2)「厚いノート Dickes Heft」とは，「1857-58 年草稿」として書かれた7冊のノートのうちの7冊目のノートの
ことである。マルクスは，このノートの 1～64 ページに草稿の最終部分を書き，残りのページを抜粋ノートと
して利用している。このノートの厚さは約 1.5 センチあり，マルクスは，このノートの抜粋部分への参照指示
を与える場合，しばしばこれを「厚いノートDickes Heft」と呼んでいる。「厚いノート」の詳細については，
佐武・大野 1984 を参照されたい。

3)「サブノート Beihefte」とは，1863 年5月から6月にかけてマルクスが作成した8冊の抜粋ノートのことであ
る。これらのノートにはAから Hまでの記号が付され，総ページ数は 786 ページである。それぞれの作成時
期は，「サブノートA」＝1863 年5月，「サブノート B」＝1863 年5月，「サブノート C」＝1863 年5月・6月，
「サブノート D」＝1863 年6月，「サブノート E」＝1863 年5月・6月，「サブノート F」＝1863 年6月，「サブ
ノート G」＝1863 年6月，「サブノート H」＝1863 年6月と推定されている（森下 2010 p.11，森下 2013
pp.123-4）。森下 2010 pp.23-8 に記載の「資料2 『サブノートBeihefte』」抜粋文献一覧」も参照されたい。



Mehrwerts in Profitrate (DritterEntwurf) (MEGA②II/4.3, S. 14-31)
7）Zweites Buch. Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Anfang des ersten Kapitels (MEGA②II/
4.3, S. 32-43)

8）Thematisch ausgewählte Quellenauszüge für Buch 2 des„Kapitals“ (MEGA②II/4.3, S.
44-56)

9）Gesetze der Profitrate (MEGA②II/4.3, S. 57-77)
10）Über Mehrwert- und Profitrate, Gesetze der Profitrate, Kostpreis und Umschlag des Kapitals
(MEGA②II/4.3, S. 78-234)

11）Differentialrente. Auszüge aus Exzerptheften (MEGA②II/4.3, S. 235-243)
12）Profitrate, Kostpreis und Umschlag des Kapitals (MEGA②II/4.3, S. 244-284)
13）Zweites Buch. Der Zirkulationsprozeß des Kapitals (Manuskript IV) (MEGA② II/4.3, S.
285-363)

14）Drittes Buch. Erstes Kapitel. Verwandlung des Mehrwerts in Profit und der Rate des
Mehrwerts in Profitrate (Vierter Entwurf) (MEGA②II/4.3, S. 383-396)

MEGA②II/11 所収
15）Das Kapital 〈Okonomishes Mamuskript 1868-1870〉 Zweites Buch: Der Zirkulationsprozess
des Kapitals. (Manuskript II) (MEGA②II/11, S. 1-522)

16）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Zu benutzende Textstellen
früherer Darstellungen (Manuskript I bis IV) (MEGA②II/11, S. 525-48)

17）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Erster Abschnitt. Eingang
(Fragmente. I) (MEGA②II/11, S. 549)

18）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Erster Abschnitt
(Fragmente. II) (MEGA②II/11, S. 550-5)

19）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Erster Abschnitt
(Manuskript V) (MEGA②II/11, S. 556-662)

20）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Erster Abschnitt
(Fragmente. III) (MEGA②II/11, S. 663-4)

21）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Erster Abschnitt
(Manuskript VI) (MEGA②II/11, S. 665-78)

22）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. (Fragmente. IV)
(MEGA②II/11, S. 679-83)

23）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. Erster Abschnitt
(Manuskript VII) (MEGA②II/11, S. 684-97)

24）Das Kapital. Zweites Buch: Der Zirkulationsprozeß des Kapitals. (Manuskript VIII)
(MEGA②II/11, S. 698-828)

MEGA②II/14 所収
25）Karl Marx: Manuskripte zum Dritten Buch des„Kapitals“・1871 bis 1882 (MEGA②II/14,

S. 3-162)
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Formeln und Berechnungen zu Mehrwert- und Profitrate (S. 3-7)／Rate des Mehrwerts und
Profitrate (S. 8-18)／Mehrwertrate und Profitrate mathematisch behandelt (S. 19-150)／
Differentialrente und Rente als bloßer Zins des dem Boden einverleibten Kapitals (S.
151-2)／Mehrwert- und Profitratenformeln (S. 153-4)／Über Profitrate, Kapitalumschlag,
Zins und Rabatt (S. 155-162)

これらの『資本論』関連諸草稿を対象として，先に述べた引用関係を確認できた事例は 19 例
である。草稿ごとのその内訳は以下のとおりである。

1）Das Kapital. Erstes Buch. Der Productionsproceß des Kapitals
[Einzelne Seiten]・・・4例
Sechstes Kapitel. Resultate des unmittelbaren Productionsprocesses.
1）Waaren als Product des Capitals.・・・1例
2）Kapitalistische Production als Produktion von Mehrwerth.・・・3例

3）Das Kapital. Drittes Buch. Die Gerstaltungen des Gesssamtprozesses
Fünftes Kapitel. Spaltung des Profits in Zins und Unternehmungsgewinn. (Industrieller oder
Commecieller Profit). Das Zinstragende Cappital.
1）[Das zinstragende Kapital]・・・2例
2）Theilung des Profits. Zinsfuß. Die natural rate of interest.・・・4例

Siebentes Kapitel. Revenuen (Einkommen) und ihre Quellen.
2）[Zur Analyse des Produktionsprozesses]・・・2例

15）Das Kapital 〈Ökonomishes Mamuskript 1868-1870〉 Zweites Buch: Der Zirkulationsprozess
des Kapitals (Manuskript II)
Zweites Kapitel. Der Umschlag des Kapitals
Zur Kritik der Theorien über fixes u. Cirkulierendes Kapital・・・1例

Drittes Kapitel. Die realen Bedingungen des Cirkulations- u. Reprodukitionsprozesses
A）Die gesellschaftliche Cirkulation v. Constantem Kapital, variablem Kapital u.
Merwerth・・・2例

巻末に掲載した表「引用比較」は，以上の 19 の事例について，HeftXX-XXIII「追補」部分
にある抜粋文と草稿中での引用文とを比較したものである。なお，見出－抜粋整理番号 90-1・
2，262-2，366-1の引用比較においては，IISH（International Institute of Social History／アム
ステルダム国際社会史研究所）が公開している Beiheft の PDF 画像4) に基づいて，当該箇所の
抜粋文も掲載した。
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4) https: //search. socialhistory. org/Record/ARCH00860/ArchiveContentList からアクセスし，Exzerpte von
Karl Marx（B1-168）で閲覧することができる。現在オンラインで公開されている Beiheft は，B，E，F，H
である（2018 年2月 26 日現在）。



これらの中から，HeftXX-XXIII「追補」部分→『資本論』関連諸草稿という引用関係を強く
推測できる事例をひとつ見てみよう。
見出－抜粋整理番号 90-1・2の抜粋文と1）Erstes Buch／Sechstes Kapitel における引用文
のそれぞれの書き出しは，「Gesetzt das Arbeitsquantum spent upon an acre of land (in wheat)
stelle sich dar in einem geldquantum = 7l.,」，「Gesetzt das Arbeitsquantum spent upon an acre of
land, z. B. in the production of wheat, stelle sich dar in 7 l. ,」と，ほとんど同じ表現である。一方，
Beiheft B における当該箇所の抜粋をみると，先の書き出しのような記述は見られない。このこ
とから，1）Erstes Buch／Sechstes Kapitel における引用文が「追補」の記述をもとに書かかれ
たものであることは明らかであろう。引用文ではそのあとに，マルクスによる剰余価値率の計算
があるが，それはおそらく，Beiheft B の5ページに抜粋されている小麦生産にかかわる費用の
数字例に基づくものであろう。
この事例においては，「追補」の記述をもとに，適宜「サブノート」を参照しながら引用文が
作成されていった手順を明瞭に見て取ることができるが，他の事例に関してもこのような手順が
とられたであろうことは，テキストの比較から十分に推測できる。

3．考察と今後の課題

以上のことから，『資本論』関連諸草稿に関しても，「厚いノート」・「サブノート」→HeftXX-
XXIII「追補」部分→『資本論』関連諸草稿という引用関係を推測できる事例を確認することが
できた。しかし，その事例数は 19 例であり，『資本論』第1部初版の場合の 122 例に比べるとき
わめて少ない。もっとも，『資本論』第1部草稿の大部分は散逸しており，本稿が確認対象とし
たMEGA②II/4.1 所収の第1部関連の草稿は，散逸を免れたそのごく一部であることを考慮すれ
ば，当然の結果と言える。
それと同時に明らかとなったのは，第2部関連諸草稿に関しては3例，第3部関連諸草稿に関

しては8例が確認されるにとどまることである。このことは，第1部の執筆の際に果たした
HeftXX-XXIII「追補」部分の役割の大きさに比べ，第2部および第3部関連諸草稿の執筆にお
けるそれが小さなものであったことをうかがわせる。ただし，HeftXX-XXIII「追補」部分には
「サブノート」への参照指示が約 90ヶ所確認できるのであり，それらの参照指示に従った「サブ
ノート」からの引用事例をこれらの諸草稿中に確認する作業が今後の課題となる。
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